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l サケ稚魚分布調査

5-6月にかけて延7回， (延 111点)イカナコラt力利用敷網により 1調査地点10分間点灯し，

サケ稚魚を採集した。サケ稚魚は水深の浅い海域 (5m以浅)で分布最が多く，また区域で‘は小老部

JlI-白糠沖で多かった。老部川での放流状況及び標識魚の再捕状況から見て，尾又長6cm以下のもの

は老部川放流魚と恩われる。

2 標本船調査

漁業種類別に操業海域及び魚種別漁獲量そ調べた。イカナコー光力利用敷網は， 5月に猿ケ森~泊沖

の水深30m以浅の海域で操業し，イカナコーを漁獲していた。カレイ・カニ刺網は 6-8月，小田野沢

~白糖沖の水深50m以浅で，カニ・ヒラメ・カレイ類等を， ヒラメ一本釣は 6-10月，国代~白糠沖

の水深 6-55mで， ヒラメ・アイナメを，サケ刺網は10-1月，小田野沢~白糖沖の水深 8-65mで，

サケ等を漁獲していた。

3 漁獲量調査

白糠漁業協同粗合資料により調べた。タナゴ底建網は 5-8月に操業され，漁獲の大部分はタナコー

であり，その他ホッケ・ヒラメ等を漁獲していた。小型定置網は 9月上旬から 1月中旬まで設置され，

サケが漁獲の大部分を占め，その他ヤリイカ・ヒラメ等で品うった。
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